
２．阿佐ヶ谷駅周辺地区 

[地区区域] [生活関連施設] 

施設種別 施設名 

鉄道駅 阿佐ヶ谷駅 南阿佐ヶ谷駅 

■医療施設 河北総合病院 

●教育・

文化

施設

学校 
馬橋小学校 

杉並第一小学校 

杉並第七小学校 

阿佐ヶ谷中学校 

公民館・区民館 阿佐谷地域区民センター 

●官公庁 杉並区役所 コミュニティふらっと阿佐谷

◆保健・福祉施設 阿佐谷南児童館 ケア 24阿佐谷

○＋金融機関等 みずほ銀行 阿佐ヶ谷支店 

●公園・運動施設
阿佐谷東公園 

阿佐谷西公園 

馬橋公園 

阿佐谷けやき公園 

※特定事業対象施設

[生活関連経路] 

経路 路線名 生活関連施設 備考 

経路１ 

①区道 2117号線

阿佐ヶ谷駅、杉並第一小学校 

特定道路 

②区道 1944号線

③中杉通り 都道 

経路２ 
①区道 91号線

阿佐ヶ谷駅、河北総合病院 
②区道 92号線

経路３ ①区道 1945号線
阿佐ヶ谷駅、阿佐谷地域区民センター、 

阿佐谷けやき公園 

経路４ ①区道 2117号線 コミュニティふらっと阿佐谷

経路５ ①区道 2117号線 河北総合病院、馬橋公園 

経路６ ①中杉通り
阿佐ヶ谷駅、杉並区役所、阿佐ヶ谷中学校、 

南阿佐ヶ谷駅 
都道 
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対象地区 特定事業 公共交通特定事業 作成（変更）年月日 令和6年4月26日

計画

実績

ー 計画 1 1 1 1 1 1 1 1 1

自己資金 実績 1

ー 計画 1 1 1 1 1 1 1 1 1

杉並区鉄道駅ホームドア

整備事業費補助金、自己

資金

実績

ー 計画 1 1 1 1 1 1 1 1 1

杉並区鉄道駅ホームドア

整備事業費補助金、自己

資金

実績

ー 計画 1 1

自己資金 実績 1

ー 計画 1 1 1 1 1 1 1 1 1

自己資金 実績 1

ー 計画 1 1 1 1 1 1 1 1 1

自己資金 実績 1

ー 計画 1

自己資金 実績 1

ー 計画 1

自己資金 実績 1

ー 計画 1

自己資金 実績 1

ー 計画 1 1 1 1 1 1 1 1 1

自己資金 実績 1

ー 計画 1

自己資金 実績 1

事業内容

写　　真

実施箇所

説　　明

事業実施に際して

配慮すべき重要事項

整備状況

サービス介助士等の資格の取得を推進 随時

鉄道駅 ホーム JR阿佐ケ谷駅
ホームドアの設置 （緩行線）　※令和13年度末頃まで

の整備
1面2線 杉並区、東京都

整備条件が整った線区から整備を実施

R9 R10

鉄道駅 人的対応 JR阿佐ケ谷駅
「公共交通事業者に向けた接遇ガイドライン」に基づ

く感染防止対策の実施

コンコース、

改札窓口
ー 1 　完了

公共交通事業者に向けた接遇ガイドライン（令和３年７月国土交通省）に基づいた感

染防止対策を実施してきたところであるが、５月８日の５類感染症移行をふまえ、対策

は令和5年5月8日を持って終了とする

鉄道駅 情報伝達 JR阿佐ケ谷駅 優先席周辺等にヘルプマークのステッカーの掲示 随時 ー 3 　継続
在来線車両の全優先席にステッカーの掲示

https://www.jreast.co.jp/saferelief/operationguide/pdf/manners.pdf

鉄道駅 情報伝達 JR阿佐ケ谷駅
触知案内図等、よりわかりやすい案内サインの維持更

新

各ホーム、コ

ンコース
ー 3 　継続 常に最新の情報をご案内できるよう更新を行っている

鉄道駅 情報伝達 JR阿佐ケ谷駅 出口案内標識・ホーム柱巻案内標識の更新等
各ホーム、コ

ンコース
ー 3 　継続 設置済、維持更新を実施

鉄道駅 情報伝達 JR阿佐ケ谷駅
ホームページを利用したバリアフリーに関する情報の周

知・提供
常時掲載 ー 3 　継続 ホームページに駅情報「バリアフリー情報」を掲載済、維持更新を実施

鉄道駅 ホーム JR阿佐ケ谷駅
ホームの先端にくし状の部材を設置し、ホームと列車の

段差及びすき間の縮小　※令和13年度末頃までの整備

快速4箇所

緩行4箇所
ー

ー 3 　継続 全系統の新入社員等に対し、サービス介助士資格取得講座を実施

鉄道駅 教育啓発 JR阿佐ケ谷駅 駅係員を対象とした接遇等の研修・教育の実施 随時 ー 3 　継続 各箇所でサービス勉強会を実施

鉄道駅 教育啓発 JR阿佐ケ谷駅

2 　整備中
一部箇所において設置が完了。

ただし整備完了予定はホームドアの設置と同時期となる

　整備中 整備条件が整った線区から整備を実施2

3 　継続

国土交通省が主催する「高齢者障害者等用施設等の適正利用推進キャンペーン」に基づき、エ

レベーター、バリアフリートイレ及び優先席利用マナー啓発ポスターの掲出を実施

http://cus4.japan-pa.or.jp/wp/wp-

content/uploads/2023/12/6021777a7cfaec53eeea7c405e8d81d5.pdf

2 　整備中

R11

鉄道駅 ホーム JR阿佐ケ谷駅
ホームドアの設置 （快速線）　※令和13年度末頃まで

の整備
1面2線 杉並区、東京都

鉄道駅 トイレ JR阿佐ケ谷駅 利用者マナーの啓発 随時 ー

カテゴリー 分類 整備対象 事業内容

実施頻度

箇所数

延長等

関係機関

事業費

（千円）

事業予定期間（年度）
進捗状況

前期 中期 後期

調達方法 R5 R6 R7 R12
R13

以降

 1：完了　     3：継続

 2：整備中     4：未整備
R8

具体的な実施内容や変更点、進捗状況

関係機関との協議状況

（進捗は「進捗率〇〇％」「△△/〇〇箇所実施済」等、可能な限り詳細に記載）

利用者マナーの啓発

JR阿佐ケ谷駅

国土交通省が主催する「高齢者障害者等用施設等の適正利用推進キャンペーン」に基づき、エレベーター、バリアフリートイレ及び優

先席利用マナー啓発ポスターの掲出を実施

http://cus4.japan-pa.or.jp/wp/wp-content/uploads/2023/12/6021777a7cfaec53eeea7c405e8d81d5.pdf

阿佐ヶ谷駅周辺地区 事業主体 東日本旅客鉄道㈱
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対象地区 特定事業 公共交通特定事業 作成（変更）年月日 令和6年4月26日阿佐ヶ谷駅周辺地区 事業主体 東日本旅客鉄道㈱

触知案内図等、よりわかりやすい案内サインの維持更新

JR荻窪駅

各所に蝕知案内図等を整備し、適切な維持管理を継続しております。

整備状況

写　　真

実施箇所

説　　明

事業内容

写　　真

実施箇所

説　　明

事業内容

事業内容 出口案内標識・ホーム柱巻案内標識の更新等

写　　真

実施箇所 JR荻窪駅

説　　明 出口案内標識やホーム柱巻案内標識を整備し、適切に更新・維持管理を行っております。

優先席周辺等にヘルプマークのステッカーの掲示

JR阿佐ケ谷駅

在来線車両の全優先席にステッカーの掲示

https://www.jreast.co.jp/saferelief/operationguide/pdf/manners.pdf
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対象地区 特定事業 公共交通特定事業 作成（変更）年月日 令和6年5月9日

計画

実績

ー 計画 1 1 1 1 1 1 1 1 1

ー 実績 1

ー 計画 1 1 1 1 1 1 1 1 1

ー 実績 1

ー 計画 1

自己資金 実績 1

ー 計画 1 1 1 1 1 1 1 1 1

ー 実績 1

ー 計画

ー 実績

ー 計画 1 1 1 1 1 1 1 1 1

ー 実績 1

ー 計画 1 1 1 1 1 1 1 1 1

ー 実績

ー 計画 1 1 1 1 1 1 1 1 1

ー 実績 1

ー 計画 1

ー 実績 1

ー 計画 1 1 1 1 1 1 1 1 1

ー 実績 1

整備状況

事業内容

写　　真

実施箇所

説　　明

事業実施に際して

配慮すべき重要事項

新型コロナウイルスが５類感染症に引き下がったため、対策は終了とした。

車両更新（車両新造・車両全面改良時）に合わせた車いすスペースの確保、案内表示装置の更新

2000系車両 1編成6両 全ての車両

令和５年度末時点で全52編成の導入が完了した。

注：2000系車両は1編成6両全ての車両にフリースペースを設置。また、各ドア上部に17インチワイド液晶の車両表示器を3画面搭載

し、乗換案内等を提供。

鉄道駅 人的対応
東京メトロ丸ノ内線

南阿佐ヶ谷駅
案内や応対する職員の充実 随時 ー 3 　継続

鉄道駅 人的対応
東京メトロ丸ノ内線

南阿佐ヶ谷駅

「公共交通事業者に向けた接遇ガイドライン」に基づ

く感染防止対策の実施
随時 ー 1 　完了

鉄道駅 情報伝達
東京メトロ丸ノ内線

南阿佐ヶ谷駅
優先席周辺等にヘルプマークのポスターの掲示 随時 ー 3 　継続 令和2年11月4日より駅構内のポスター枠に掲出中。

鉄道駅 情報伝達
東京メトロ丸ノ内線

南阿佐ヶ谷駅
接続する交通機関との案内を強化 随時 ー 3 　継続

基本的な設置は完了しており設置数を増やすなどは未計画だが、表記内容の変更に伴う

改修は、随時行っている。

鉄道駅 情報伝達
東京メトロ丸ノ内線

南阿佐ヶ谷駅

触知案内図等、よりわかりやすい案内サインの維持更

新
随時 ー 3 　継続

基本的な設置は完了しており、表記内容の変更に伴う改修や汚損棄損に伴う修繕は、随

時行っている。

鉄道駅 情報伝達
東京メトロ丸ノ内線

南阿佐ヶ谷駅
出口案内標識・ホーム柱巻案内標識の更新等 必要数 ー 1 　完了

平成30年度にサインリニューアルを実施し、以前の案内標識に比べ、図記号（ピクト

やナンバリングなど）の拡充やEV案内の強化を行った。

鉄道駅 情報伝達
東京メトロ丸ノ内線

南阿佐ヶ谷駅

ホームページを利用したバリアフリーに関する情報の周

知・提供
随時 ー 3 　継続 東京メトロ公式ホームページにバリアフリー設備の有無を記載し、情報提供を実施。

鉄道駅 車両
東京メトロ丸ノ内線

南阿佐ヶ谷駅

車両更新（車両新造・車両全面改良時）に合わせた車

いすスペースの確保、案内表示装置の更新
必要数 ー 1 　完了

令和5年度末時点で全52編成の導入が完了した。

注：2000系車両は1編成6両全ての車両にフリースペースを設置。また、各ドア上部に

17インチワイド液晶の車両表示器を3画面搭載し、乗換案内等を提供。

R12
R13

以降

 1：完了　     3：継続

 2：整備中     4：未整備

　継続
令和6年3月31日時点で新宿駅務管区社員取得率99％

※未取得者については今年度中に取得予定。

鉄道駅 教育啓発
東京メトロ丸ノ内線

南阿佐ヶ谷駅
駅職員を対象とした接遇等の研修・教育の実施 随時 ー 3 　継続 令和5年度の教育については、令和６年２月に実施した。

鉄道駅 教育啓発
東京メトロ丸ノ内線

南阿佐ヶ谷駅
サービス介助士等の資格の取得を推進 随時

公益財団法人 日本ケアフィット

共育機構
3

阿佐ヶ谷駅周辺地区 事業主体 東京地下鉄㈱

カテゴリー 分類 整備対象 事業内容

実施頻度

箇所数

延長等

関係機関

事業費

（千円）

事業予定期間（年度）
進捗状況

前期 中期 後期

調達方法 R5 R6 R7 R8

具体的な実施内容や変更点、進捗状況

関係機関との協議状況

（進捗は「進捗率〇〇％」「△△/〇〇箇所実施済」等、可能な限り詳細に記載）

R9 R10 R11
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対象地区 特定事業 公共交通特定事業 作成（変更）年月日 令和6年4月25日

計画

実績

ー 計画 1 1 1 1 1 1 1 1 1

ー 実績 1

ー 計画 1 1 1 1 1 1 1 1 1

ー 実績 1

ー 計画 1 1 1 1 1 1 1 1 1

バス協会補助金、自己資

金
実績 1

ー 計画 1 1 1 1 1 1 1 1 1

国土交通省/東京都/バス

協会補助金、自己資金 実績 1

ー 計画 1 1 1 1 1 1 1 1 1

ー 実績 1

ー 計画 1 1 1 1 1 1 1 1 1

ー 実績 1

ー 計画 1 1 1 1 1 1 1 1 1

自己資金 実績

ー 計画 1 1 1 1 1 1 1 1 1

ー 実績 1

ー 計画 1 1

ー 実績

ー 計画 1 1 1 1 1 1 1 1 1

ー 実績 1

ー 計画 1

自己資金 実績

R8

具体的な実施内容や変更点、進捗状況

関係機関との協議状況

（進捗は「進捗率〇〇％」「△△/〇〇箇所実施済」等、可能な限り詳細に記載）

R9 R10 R11 R12
R13

以降

 1：完了　     3：継続

 2：整備中     4：未整備

2 　整備中
R5年度西武バス全体16名受講　上石神井4名(阿佐ヶ谷周辺地区)　練馬2名(荻窪周辺地

区)　他本社員4名　営業所6名　R6年度についても継続。

3 　継続 前項同様

バス 車両 地区内全域 車いすスペースの確保及び固定方法の周知 随時/全車両 ー 3 　継続

5/24～6/30全運転士(兼務運転士)対象に実車研修実施他班別業務研修会での研修フォ

ロー。複数の車いす固定ベルト使用方法やベルトの格納場所が案内のバラつきにもな

る課題で車両には仕様に応じた固定方法図(写真データ)設置済み。

阿佐ヶ谷駅周辺地区 事業主体 西武バス㈱

カテゴリー 分類 整備対象 事業内容

実施頻度

箇所数

延長等

関係機関

事業費

（千円）

事業予定期間（年度）
進捗状況

前期 中期 後期

調達方法 R5 R6 R7

バス 車両 地区内全域 ノンステップ車両に代替 20両 ー 2 　整備中

R5年度　上石神井　6両代替　3両についてはワンステップ車両からノンステップ車に

代替　全6両の仕様については反転スロープ板、リトラクター式固定装置を装備し乗務

員の車いす利用者に対する案内の共通化や案内時間の短縮など他の交通への影響も考

慮し対応。

バス 教育啓発 地区内全域 必要に応じ高齢者や障害者等を座席へ案内

ー 3 　継続
全車両設置済み。車両により設置場所及び表示が違うことから設置位置等の統一化も

課題。統一化について引き続き対応中。

1～2回/年4回

研修
ー 3 　継続

事故防止中心の業務研修会ではあるが高齢者の車内人身事故防止など運転操作や乗客

への案内「はっきりわかりやすい案内」を行うことで事故防止やサービスにつなげ

る。車いす固定実車研修や基本動作コミュニケーションを推進する。第1回/マイク案

内　第2回車いす実車訓練　第3回車いすのお客さまに対する基本動作の再周知　第4回

次世代車いす/ベビーカー取扱

ー

18名(6名×3

回）
ー

バス 教育啓発 地区内全域
「公共交通事業者に向けた接遇ガイドライン」に基づ

く感染防止対策等の実施

バス 教育啓発 地区内全域
乗務員を対象としたベビーカー利用者への接遇等の研

修・教育の実施
随時

　継続 R4移動等円滑化取組報告書　R5移動等円滑化取組計画書掲出（2023/7/3）

バス 情報伝達 地区内全域
バスロケーションシステムの導入及びサービスの維持

改善
随時/全車両 ー 3 　継続

全車両(一部コミュニティバス除く）設置済み。外部アプリと連動し位置情報、乗り継

ぎ状況等端末で検索できるよう整備済み。主要駅バス停は文字情報を見易くする対応

でLCD表示のロケーションシステム画面を導入し効果検証中。

バス 車両 地区内全域 バス車内に筆談器具等の設置 随時/全車両

バス 情報伝達 地区内全域
車内へポスター、ステッカーを掲示によるヘルプマー

クの普及及び啓発
全車両 ー 4 　未整備 鉄道同様ステッカー掲示検討。理解含め教育と並行で実施する。

バス 情報伝達 地区内全域 ホームページ等を活用して、バリアフリー情報を周知 継続 ー 3

バス 情報伝達 地区内全域 聴覚障害者用の筆談器具を常備 随時/全車両 ー 3 　継続
全車両設置済み。車両により設置場所及び表示が違うことから設置位置等の統一化も

課題。統一化について引き続き対応中。

事業実施に際して

配慮すべき重要事項
特になし

2 　整備中
全車両音声機器機種変更及び車内アナウンス自動音声案内新規更新。文字情報の対応

で停留所名表示機についてもLCD表示画面の機器に切替済。
バス 情報伝達 地区内全域 分かりやすい行き先のアナウンスを実施 全車両 ー
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対象地区 特定事業 公共交通特定事業 作成（変更）年月日 令和6年4月18日

計画

実績

ー 計画

ー 実績 1

ー 計画

ー 実績 1

ー 計画

ー 実績 1

ー 計画

ー 実績 1

ー 計画

ー 実績 1

ー 計画

ー 実績 1

ー 計画

ー 実績 1

ー 計画

ー 実績 1

ー 計画

ー 実績 1

ー 計画

ー 実績 1

ー 計画

ー 実績

ー 計画

ー 実績 1

阿佐ヶ谷駅周辺地区 事業主体 京王バス㈱

カテゴリー 分類 整備対象 事業内容

実施頻度

箇所数

延長等

関係機関

事業費

（千円）

事業予定期間（年度）
進捗状況

前期 中期 後期

調達方法 R5 R6 R7 R12
R13

以降

 1：完了　     3：継続

 2：整備中     4：未整備
R8

具体的な実施内容や変更点、進捗状況

関係機関との協議状況

（進捗は「進捗率〇〇％」「△△/〇〇箇所実施済」等、可能な限り詳細に記載）

R9 R10 R11

　継続
感染防止対策について緩和した。引き続き「公共交通事業者に向けた接遇ガイドライ

ン」に基づいた対応を行うよう教育する。

バス 教育啓発 地区内全域
乗務員を対象としたベビーカー利用者への接遇等の研

修・教育の実施
随時 ー 3 　継続 全乗務員が3年に1回の頻度で受講する定期研修にて実施。

バス 教育啓発 地区内全域
「公共交通事業者に向けた接遇ガイドライン」に基づ

く感染防止対策等の実施
随時 ー 3

バス 車両 地区内全域 全ての車両をノンステップバス車両に代替 1台 ー 1 　完了
R5年6月経年劣化のためリフト付きツーステップバスが廃車となり、全ての車両がノン

ステップバスとなった。

バス 教育啓発 地区内全域 必要に応じ高齢者や障害者等を座席へ案内 随時 ー 3 　継続 転倒事故防止の観点から、全乗務員が年5回受講する安全教育などで実施。

ホームページ等を活用して、バリアフリー情報を周知 毎年 ー 3 　継続 移動等円滑化取組計画書および報告書をホームページに公表。

ー 2 　整備中 現在は一部に英語を併記。限られたスペースでどこまで対応するか検討を進める。

バス 情報伝達 地区内全域 リアルタイム混雑情報提供システムの導入 全車両 ー 4 　未整備 混雑状況を把握する方法など検討を進める。

バス 情報伝達 地区内全域

　継続 接遇教育のほか定期的な覆面調査などにより確認。

バス 情報伝達 地区内全域 聴覚障害者用の筆談器具を常備 全乗務員 ー 2 　整備中 全乗務員が筆記用具を携行。

バス 情報伝達 地区内全域
多言語化等のユニバーサルデザインに対応したバス停留

所の案内表示
各停留所

バス 停留所 地区内全域 視覚障害者誘導用ブロック上における障害物等の除去 随時 ー 3 　継続 旅客サービス向上も含め、定期的にバス停清掃を実施。

バス 情報伝達 地区内全域 分かりやすい行き先のアナウンスを実施 随時 ー 3

バス 停留所 地区内全域
道路管理者や交通管理者と連携し、バス停留所への違

法駐車対策を実施
随時 道路管理者および交通管理者

バス 停留所 地区内全域 上屋やベンチを順次設置 可能な箇所 道路管理者および交通管理者 4 　未整備
歩行空間が確保できる幅員があることなど設置が可能であれば検討。

広告スペース付き上屋を設置することで設置費用を広告収入で補填可能。

事業実施に際して

配慮すべき重要事項

3 　継続
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対象地区 特定事業 道路特定事業 作成（変更）年月日 令和6年5月1日

計画

実績

計画

実績

計画 1 1

実績

計画 1 1 1 1 1 1 1 1 1

実績

計画

実績

前期 中期 後期

調達方法 R5 R6 R7 R8

2 　整備中 Ｒ５～６年度整備予定

阿佐ヶ谷駅周辺地区 事業主体 東京都第三建設事務所

カテゴリー 分類 整備対象 事業内容

実施頻度

箇所数

延長等

関係機関

事業費

（千円）

事業予定期間（年度）
進捗状況

具体的な実施内容や変更点、進捗状況

関係機関との協議状況

（進捗は「進捗率〇〇％」「△△/〇〇箇所実施済」等、可能な限り詳細に記載）

R9 R10 R11

　整備中
Ｒ４年度無電柱化整備完了

Ｒ５～６年度道路復旧工事

R12
R13

以降

 1：完了　     3：継続

 2：整備中     4：未整備

都道 経路６（中杉通り） 無電柱化の整備
経路6と

同延長
道路管理者（東京都） 2 　整備中

Ｒ４年度無電柱化整備完了

Ｒ５～６年度道路復旧工事

都道 経路６（中杉通り） 舗装の適切な維持管理 適宜 道路管理者（東京都） 3 　継続 巡回点検等により損傷を確認した箇所に対して維持補修を行う。

都道 経路１-③（中杉通り） 無電柱化の整備
経路1-③と

同延長
道路管理者（東京都） 2

都道 経路６（中杉通り） 視覚障害者誘導用ブロックの整備 250ｍ 道路管理者（東京都）

事業実施に際して

配慮すべき重要事項
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対象地区 特定事業 道路特定事業 作成（変更）年月日 令和6年5月2日

計画

実績

計画

実績

計画

実績

計画

実績

計画

実績

計画

実績

計画

実績

計画

実績

計画

実績

阿佐ヶ谷駅周辺地区 事業主体 杉並区（杉並土木事務所）

カテゴリー 分類 整備対象 事業内容

実施頻度

箇所数

延長等

関係機関

事業費

（千円）

事業予定期間（年度）
進捗状況

前期 中期 後期

調達方法 R5 R6 R7 R12
R13

以降

 1：完了　     3：継続

 2：整備中     4：未整備
R8

具体的な実施内容や変更点、進捗状況

関係機関との協議状況

（進捗は「進捗率〇〇％」「△△/〇〇箇所実施済」等、可能な限り詳細に記載）

R9 R10 R11

　継続 職員等のパトロールや区民要望対応により、適切な維持管理を行った。

区道 経路２-① 舗装の適切な維持管理 60m
道路管理者

（杉並区）
3 　継続 職員等のパトロールや区民要望対応により、適切な維持管理を行った。

区道 経路１-② 舗装の適切な維持管理 200m
道路管理者

（杉並区）
3

区道 経路３ 舗装の適切な維持管理 365m
道路管理者

（杉並区）
3 　継続 職員等のパトロールや区民要望対応により、適切な維持管理を行った。

区道 経路２-② 舗装の適切な維持管理 100m
道路管理者

（杉並区）
3 　継続 職員等のパトロールや区民要望対応により、適切な維持管理を行った。

自転車走行空間の新規整備 230m
道路管理者（杉並区）、交通管

理者（杉並警察署）
4 　未整備

道路管理者（杉並区）、交通管

理者（杉並警察署）
4 　未整備 R元年度に経路5の延長470mのうち、約80ｍ実施済。

区道 経路４ 舗装の適切な維持管理 230m
道路管理者

（杉並区）
3 　継続 職員等のパトロールや区民要望対応により、適切な維持管理を行った。

区道 経路４

区道 経路５ 舗装の適切な維持管理 470m
道路管理者

（杉並区）
3 　継続 職員等のパトロールや区民要望対応により、適切な維持管理を行った。

区道 経路５ 自転車走行空間の新規整備 80m

事業実施に際して

配慮すべき重要事項
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対象地区 特定事業 道路特定事業 作成（変更）年月日 令和6年5月17日

計画

実績

計画 1

実績

計画 1 1 1 1 1 1

実績

阿佐ヶ谷駅周辺地区 事業主体 杉並区（土木計画課）

関係機関

事業費

（千円）

事業予定期間（年度）
進捗状況

前期 中期 後期

調達方法 R5 R6 R7 R12
R13

以降

カテゴリー 分類 整備対象 事業内容

実施頻度

箇所数

延長等
 1：完了　     3：継続

 2：整備中     4：未整備
R8

具体的な実施内容や変更点、進捗状況

関係機関との協議状況

（進捗は「進捗率〇〇％」「△△/〇〇箇所実施済」等、可能な限り詳細に記載）

R9 R10 R11

区道 経路１-① 無電柱化の整備 約1240m
道路管理者

（東京都・杉並区）
4 　未整備 予備設計完了

　未整備

R5年度道路詳細設計委託及び警視庁の計画協議済み

R6年度道路詳細修正設計委託及び東京都第三建設事務所の計画協議予定

北側に2ｍの歩道設置

区道 経路１-①

「すぎなみの道づくり（道路整備方針）」における主

要生活道路（優先整備路線）の整備にあわせた歩道の

設置

約224m

事業実施に際して

配慮すべき重要事項

道路管理者

（東京都・杉並区）

交通管理者

（杉並警察署）

4
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対象地区 特定事業 都市公園特定事業 作成（変更）年月日 令和6年5月10日

計画

実績

計画

実績

計画

実績

計画

実績

計画

実績

計画

実績 1

計画

実績

計画

実績

計画

実績

計画

実績

計画

実績

計画

実績

計画

実績

計画

実績

計画

実績

計画

実績

計画

実績

計画

実績

計画

実績 1

計画

実績

計画

実績

計画

実績

計画

実績

計画

実績

公園
施設の適切な維

持管理

馬橋公園〔令和4～5年整

備・令和6年開園〕
公園内における定期的な点検・補修 随時 3 　継続

公園 情報伝達
馬橋公園〔令和4～5年整

備・令和6年開園〕
案内板等による自転車利用者へのマナー啓発 随時 3 　継続

公園
施設の適切な維

持管理

馬橋公園〔令和4～5年整

備・令和6年開園〕
ベンチやトイレ等の既存施設の適切な維持管理 随時 3 　継続

公園
バリアフリート

イレの整備

馬橋公園〔令和4～5年整

備・令和6年開園〕

バリアフリートイレ（オストメイト、ベビーベッド付）

の設置
１箇所 1 　完了 令和6年4月に供用開始

公園 情報伝達
馬橋公園〔令和4～5年整

備・令和6年開園〕

イベント利用時において、園路の幅員を確保するようイ

ベント主催者へ周知
随時 3 　継続

公園 人的対応 阿佐谷東公園 定期的に不法な占用物件を排除 随時 3 　継続

公園
施設の適切な維

持管理
阿佐谷東公園 公園内における定期的な点検・補修 随時 3 　継続

公園 情報伝達 阿佐谷東公園 案内板等による自転車利用者へのマナー啓発 随時 3 　継続

公園
施設の適切な維

持管理
阿佐谷東公園 ベンチやトイレ等の既存施設の適切な維持管理 随時 3 　継続

公園 情報伝達 阿佐谷東公園
イベント利用時において、園路の幅員を確保するようイ

ベント主催者へ周知
随時 3 　継続

公園 人的対応 阿佐谷西公園 定期的に不法な占用物件を排除 随時 3 　継続

公園
施設の適切な維

持管理
阿佐谷西公園 公園内における定期的な点検・補修 随時 3 　継続

公園 情報伝達 阿佐谷西公園 案内板等による自転車利用者へのマナー啓発 随時 3 　継続

公園
施設の適切な維

持管理
阿佐谷西公園 ベンチやトイレ等の既存施設の適切な維持管理 随時 3 　継続

公園 情報伝達 阿佐谷西公園
イベント利用時において、園路の幅員を確保するようイ

ベント主催者へ周知
随時 3 　継続

公園 人的対応 阿佐谷けやき公園 定期的に不法な占用物件を排除 随時 指定管理者 3 　継続

公園 情報伝達 阿佐谷けやき公園
広報すぎなみやホームページ等を利用したバリアフリー

情報の周知
随時 3 　継続 区公式ホームページにバリアフリー対応状況を掲載(令和4年度対応済み)

公園
施設の適切な維

持管理
阿佐谷けやき公園 公園内における定期的な点検・補修 随時 指定管理者 3 　継続

公園 情報伝達 阿佐谷けやき公園 案内板等による自転車利用者へのマナー啓発 随時 指定管理者 3 　継続

3 　継続

随時 指定管理者 3 　継続
イベント利用時において、園路の幅員を確保するようイ

ベント主催者へ周知

R9 R10 R11

公園
施設の適切な維

持管理
阿佐谷けやき公園 ベンチやトイレ等の既存施設の適切な維持管理 随時 指定管理者

阿佐ヶ谷駅周辺地区 事業主体 杉並区（みどり公園課）

カテゴリー 分類 整備対象 事業内容

実施頻度

箇所数

延長等

関係機関

事業費

（千円）

事業予定期間（年度）
進捗状況

前期 中期 後期

調達方法 R5 R6 R7 R12
R13

以降

 1：完了　     3：継続

 2：整備中     4：未整備
R8

具体的な実施内容や変更点、進捗状況

関係機関との協議状況

（進捗は「進捗率〇〇％」「△△/〇〇箇所実施済」等、可能な限り詳細に記載）

公園 情報伝達
馬橋公園〔令和4～5年整

備・令和6年開園〕

広報すぎなみやホームページ等を利用したバリアフリー

情報の周知
随時 2 　整備中

公園 情報伝達 阿佐谷けやき公園

事業実施に際して

配慮すべき重要事項

3 　継続定期的に不法な占用物件を排除公園 人的対応
馬橋公園〔令和4～5年整

備・令和6年開園〕
随時
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対象地区 特定事業 都市公園特定事業 作成（変更）年月日 令和6年5月10日阿佐ヶ谷駅周辺地区 事業主体 杉並区（みどり公園課）

整備状況

事業内容

写　　真

実施箇所

説　　明

バリアフリートイレ（オストメイト、ベビーベッド付）の設置

馬橋公園

バリアフリートイレ（オストメイト、ベビーベッド付）の設置

令和6年4月に供用開始
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対象地区 特定事業 建築物特定事業 作成（変更）年月日 令和6年4月30日

計画

実績

未定 計画 1 1 1 1 1 1 1 1 1

自己資金 実績

未定 計画 1 1 1

自己資金 実績

未定 計画 1 1 1

自己資金 実績

未定 計画 1 1 1 1 1 1

自己資金 実績

未定 計画 1 1 1

自己資金 実績

未定 計画 1 1 1

自己資金 実績

未定 計画 1 1 1

自己資金 実績

未定 計画 1 1 1 1

自己資金 実績

未定 計画 1 1 1 1 1 1 1 1 1

自己資金 実績

未定 計画 1 1 1

自己資金 実績

未定 計画 1 1 1

自己資金 実績

未定 計画 1 1 1 1 1 1 1 1 1

自己資金 実績

未定 計画 1 1 1

自己資金 実績

未定 計画 1 1 1

自己資金 実績

事業実施に際して

配慮すべき重要事項

4 　未整備公共施設 区立学校 馬橋小学校 分かりやすいトイレの案内表示の設置 昇降口

公共施設 区立学校 馬橋小学校
移動等円滑化の維持のため、定期的な点検と施設の補

修
随時 3 　継続

公共施設 区立学校 馬橋小学校 手すりに点字案内を設置 階段

公共施設 区立学校 杉並第七小学校 分かりやすいトイレの案内表示の設置 昇降口 4 　未整備

公共施設 区立学校 杉並第七小学校 手すりに点字案内を設置 階段 4 　未整備

公共施設 区立学校 杉並第七小学校
移動等円滑化の維持のため、定期的な点検と施設の補

修
随時 3 　継続

公共施設 区立学校 杉並第一小学校〔移転後〕
移動等円滑化の維持のため、定期的な点検と施設の補

修
随時 4 　未整備

公共施設 区立学校 杉並第一小学校〔移転後〕
移転改築にあわせた施設のバリアフリー化を実施（建

築物移動等円滑化基準への適合）
学校全体 4 　未整備

公共施設 区立学校 杉並第一小学校〔移転前〕 分かりやすいトイレの案内表示の設置 昇降口 4 　未整備

公共施設 区立学校 杉並第一小学校〔移転前〕 手すりに点字案内を設置 階段 4 　未整備

公共施設 区立学校 杉並第一小学校〔移転前〕
移動等円滑化の維持のため、定期的な点検と施設の補

修
随時 3 　継続

公共施設 区立学校 阿佐ヶ谷中学校 分かりやすいトイレの案内表示の設置 昇降口 4 　未整備

公共施設 区立学校 阿佐ヶ谷中学校 手すりに点字案内を設置 階段 4 　未整備

調達方法 R5 R6 R7 R8

具体的な実施内容や変更点、進捗状況

関係機関との協議状況

（進捗は「進捗率〇〇％」「△△/〇〇箇所実施済」等、可能な限り詳細に記載）

公共施設 区立学校 阿佐ヶ谷中学校
移動等円滑化の維持のため、定期的な点検と施設の補

修
随時 3 　継続

R9 R10 R11 R12
R13

以降

 1：完了　     3：継続

 2：整備中     4：未整備

4 　未整備

阿佐ヶ谷駅周辺地区 事業主体 杉並区（教育委員会　学校整備課）

カテゴリー 分類 整備対象 事業内容

実施頻度

箇所数

延長等

関係機関

事業費

（千円）

事業予定期間（年度）
進捗状況

前期 中期 後期
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対象地区 特定事業 建築物特定事業 作成（変更）年月日 令和6年5月24日

計画

実績

計画

実績 1

計画

実績 1

計画

実績 1

計画

実績

阿佐ヶ谷駅周辺地区 事業主体 杉並区（経理課）

カテゴリー 分類 整備対象 事業内容

実施頻度

箇所数

延長等

関係機関

事業費

（千円）

事業予定期間（年度）
進捗状況

前期 中期 後期

調達方法 R5 R6 R7 R8

具体的な実施内容や変更点、進捗状況

関係機関との協議状況

（進捗は「進捗率〇〇％」「△△/〇〇箇所実施済」等、可能な限り詳細に記載）

R9 R10 R11

　継続

R12
R13

以降

 1：完了　     3：継続

 2：整備中     4：未整備

公共施設 - 杉並区役所
施設等におけるバリアフリー情報を、ホームページに

掲載
随時 3 　継続

公共施設 - 杉並区役所 施設を定期的に点検・補修 随時 3

公共施設 - 杉並区役所
男性用トイレにサニタリーボックス（汚物入れ）を設

置
17箇所 1 　完了

本庁舎１階５箇所（中棟２箇所、東棟３箇所）

　　　２階５箇所（中棟２箇所、東棟３箇所）

　　　３階７箇所（中棟２箇所、東棟３箇所、西棟２箇所）

　合計17箇所（進捗率100%）

公共施設 - 杉並区役所
視覚障害者用誘導ブロック上に障害物等を設置しない

よう適切な維持管理
随時 3 　継続

説　　明

事業実施に際して

配慮すべき重要事項

整備状況

事業内容

写　　真

実施箇所

男性用トイレにサニタリーボックス（汚物入れ）を設置

本庁舎１階５箇所（中棟２箇所、東棟３箇所）、２階５箇所（中棟２箇所、東棟３箇所）、３階７箇所（中棟２箇所、東棟３箇所、

西棟２箇所）。

2022.03

〇本庁舎１階５箇所　（中棟２箇所、東棟３箇所）

2022.07

　〇本庁舎１階５箇所（中棟２箇所、東棟３箇所）

　　　　　２階５箇所（中棟２箇所、東棟３箇所）

　　　　　３階７箇所（中棟２箇所、東棟３箇所、西棟２箇所）
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対象地区 特定事業 建築物特定事業 作成（変更）年月日 令和6年5月2日

計画

実績

0 計画 1

- 実績 1

0 計画 1

- 実績 1

事業実施に際して

配慮すべき重要事項

- 1

公共施設 阿佐谷南児童館〔解体前〕
施設等におけるバリアフリー情報を、ホームページに

掲載
随時 -

公共施設 阿佐谷南児童館〔解体前〕
研修等による利用者に対する職員の心のバリアフリー

教育の推進
随時

1 　完了
バリアフリー対応状況を区ホームページで情報発信を行う。

（R6年3月29日閉館）

　完了
研修受講やその内容を職員にフィードバックすることで理解を深めていく。

（R6年3月29日閉館）

進捗状況
前期 中期 後期

調達方法

具体的な実施内容や変更点、進捗状況

関係機関との協議状況

（進捗は「進捗率〇〇％」「△△/〇〇箇所実施済」等、可能な限り詳細に記載）

R9 R10 R11
 1：完了　     3：継続

 2：整備中     4：未整備

事業内容

実施頻度

箇所数

延長等

関係機関

事業費

（千円）

事業予定期間（年度）

R5 R6 R7 R12
R13

以降
R8

阿佐ヶ谷駅周辺地区 事業主体 杉並区（児童青少年課）

カテゴリー 分類 整備対象
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対象地区 特定事業 建築物特定事業 作成（変更）年月日 令和6年5月9日

計画

実績

ー 計画 1 1 1 1 1 1 1 1 1

ー 実績 1

ー 計画 1 1 1 1 1 1 1 1 1

ー 実績 1

ー 計画 1 1 1 1 1 1 1 1 1

ー 実績 1

ー 計画 1 1 1 1 1 1 1 1 1

ー 実績 1

R9 R10 R11

随時 ー

随時 ー

3 　継続

3 　継続

阿佐ヶ谷駅周辺地区 事業主体 杉並区（地域課）

カテゴリー 分類 整備対象 事業内容

実施頻度

箇所数

延長等

関係機関

事業費

（千円）

事業予定期間（年度）
進捗状況

前期 中期 後期

調達方法 R5 R6 R7 R12
R13

以降

 1：完了　     3：継続

 2：整備中     4：未整備
R8

具体的な実施内容や変更点、進捗状況

関係機関との協議状況

（進捗は「進捗率〇〇％」「△△/〇〇箇所実施済」等、可能な限り詳細に記載）

公共施設 阿佐谷地域区民センター
施設等におけるバリアフリー情報を、ホームページに

掲載

公共施設 阿佐谷地域区民センター 施設を定期的に点検・補修
目視等による日常点検や利用者の声を基に、誘導ブロック、点字表示や音声案内など

に異常が無いか確認し、必要に応じて修繕を行う。

バリアフリー対応状況に応じて、都度、区ホームページで情報発信を行う。

公共施設
コミュニティふらっと

阿佐谷

施設等におけるバリアフリー情報を、ホームページに

掲載
随時 ー 3 　継続 バリアフリー対応状況に応じて、都度、区ホームページで情報発信を行う。

公共施設
コミュニティふらっと

阿佐谷
施設を定期的に点検・補修 随時 ー 3 　継続

目視等による日常点検や利用者の声を基に、誘導ブロック、点字表示や音声案内など

に異常が無いか確認し、必要に応じて修繕を行う。

令和5年度は日常点検や定期点検を実施した結果、補修が必要な損傷等が無いことを確

認した。

実施箇所

説　　明

事業実施に際して

配慮すべき重要事項

施設等におけるバリアフリー情報を、ホームページに掲載

区ホームページ

施設案内のページ冒頭に、バリアフリー対応状況をアイコンで表示した。

今後も施設利用者への周知を図るため、表示を継続していく。

整備状況

事業内容

写　　真
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対象地区 特定事業 建築物特定事業 作成（変更）年月日 令和6年5月13日

計画

実績

計画 1 1 1 1 1 1 1 1 1

実績 1

計画 1 1 1 1 1 1 1 1 1

実績 1

計画 1 1 1 1 1 1 1 1 1

実績 1

新病院工事費に含む 計画 1 1 1

自己資金 実績 1

新病院工事費に含む 計画 1 1 1

自己資金 実績 1

新病院工事費に含む 計画 1 1 1

自己資金 実績 1

新病院工事費に含む 計画 1 1 1

自己資金 実績 1

新病院工事費に含む 計画 1 1 1

自己資金 実績 1

計画 1 1 1

実績 1

阿佐ヶ谷駅周辺地区 事業主体 河北総合病院

事業予定期間（年度）

前期 中期 後期

事業費

（千円）
進捗状況

事業実施に際して

配慮すべき重要事項

カテゴリー 分類 整備対象 事業内容

実施頻度

箇所数

延長等

関係機関

民間施設 河北総合病院 音声誘導装置・音声案内装置の設置
一般利用

エレベーター
-

民間施設 河北総合病院 障害者駐車場の整備（新病院） １か所 東京都・杉並区

民間施設 河北総合病院

R13

以降

 1：完了　     3：継続

 2：整備中     4：未整備

具体的な実施内容や変更点、進捗状況

関係機関との協議状況

（進捗は「進捗率〇〇％」「△△/〇〇箇所実施済」等、可能な限り詳細に記載）

民間施設 河北総合病院 困っている患者さん・利用者への職員の接遇向上 随時 3 　継続

調達方法 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12

民間施設 河北総合病院 職員のバリアフリー教育、研修の実施 随時 3 　継続

2 　整備中 新病院着工済。R7年６月開院に向け整備中。

民間施設 河北総合病院 点字による蝕知案内板の設置 各所 東京都・杉並区 2 　整備中 新病院着工済。R7年６月開院に向け整備中。

民間施設 河北総合病院 施設内の点字ブロックの敷設
玄関廻り

階段
東京都・杉並区 2 　整備中 新病院着工済。R7年６月開院に向け整備中。

2 　整備中 新病院着工済。R7年６月開院に向け整備中。

民間施設 河北総合病院
施設ホームページ等でのバリアフリー対応状況の

発信
随時 2 　整備中 新病院着工済。R7年６月開院に向け整備中。

誰にでも分かりやすい施設内の案内板の設置 各所 - 2 　整備中 新病院着工済。R7年６月開院に向け整備中。

民間施設 河北総合病院
窓口でのコミュニケーションボードや筆談による

対応
随時 3 　継続
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対象地区 特定事業 建築物特定事業 作成（変更）年月日 令和6年4月15日

計画

実績

ー 計画

ー 実績

ー 計画

ー 実績

ー 計画

ー 実績

ー 計画

ー 実績

R8

具体的な実施内容や変更点、進捗状況

関係機関との協議状況

（進捗は「進捗率〇〇％」「△△/〇〇箇所実施済」等、可能な限り詳細に記載）

　継続
敷地内にも休み処として赤い椅子を２脚設置。

シニアの方や具合の悪そうな方が座っていると意識して声かけ。

阿佐ヶ谷駅周辺地区 事業主体 社会医療法人河北医療財団  ケア２４阿佐谷

カテゴリー 分類 整備対象 事業内容

実施頻度

箇所数

延長等

関係機関

事業費

（千円）

事業予定期間（年度）
進捗状況

前期 中期 後期

調達方法 R5 R6 R7 R12
R13

以降

3 　継続 研修受講や随時ミーティング内にてフィードバック。

R9 R10 R11
 1：完了　     3：継続

 2：整備中     4：未整備

民間施設 ケア24阿佐谷 困っている利用者への職員の接遇向上 随時 3

民間施設 ケア24阿佐谷 窓口でのコミュニケーションボードや筆談対応 随時 3 　継続

民間施設 ケア24阿佐谷 職員のバリアフリー教育、研修の実施 随時

民間施設 ケア24阿佐谷 誰にでも分かりやすい施設内の案内板の設置 随時

相談受付シートを基本に随時筆談等に対応。

3 　継続 シニアの目線や高さも踏まえた位置に案内板設置。

事業実施に際して

配慮すべき重要事項

ケア２４阿佐谷では、街中に赤い椅子を置く取り組みを続ける「ふらり赤い椅子」の活動を応援。

休み処がないために自宅に閉じこもり気味なシニア、障害のある方、小さな子連れの方々など多様な方々のバリアフリーに繋がる取り組みと考えます。
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対象地区 特定事業 建築物特定事業 作成（変更）年月日 令和6年5月10日

計画

実績

ー 計画 1 1 1 1 1 1 1 1 1

ー 実績 1

ー 計画 1 1 1 1 1 1 1 1 1

ー 実績 1

ー 計画 1 1 1 1 1 1 1 1 1

ー 実績 1

ー 計画 1 1 1 1 1 1 1 1 1

ー 実績 1

ー 計画 1 1 1 1 1 1 1 1 1

ー 実績 1

R13

以降

 1：完了　     3：継続

 2：整備中     4：未整備
R8

具体的な実施内容や変更点、進捗状況

関係機関との協議状況

（進捗は「進捗率〇〇％」「△△/〇〇箇所実施済」等、可能な限り詳細に記載）

R9 R10 R11

阿佐ヶ谷駅周辺地区 事業主体 株式会社　みずほ銀行

カテゴリー 分類 整備対象 事業内容

実施頻度

箇所数

延長等

関係機関

事業費

（千円）

事業予定期間（年度）
進捗状況

随時 3民間施設 みずほ銀行阿佐ヶ谷支店 困っている利用者への職員の接遇向上

前期 中期 後期

調達方法 R5 R6 R7 R12

　継続

ホワイトボード、耳マークのサインををロビーに設置している。

サポートが必要な方に対しては個別に対応を取っている。

随時 3 　継続

必要に応じ研修を実施している。

・日々の対応について振返り勉強会を開催

・社内資料等活用しての研修実施

民間施設 みずほ銀行阿佐ヶ谷支店 職員のバリアフリー教育、研修の実施

3 　継続 HP上にバリアフリーの対応状況を掲載している。

必要に応じ研修を実施している

民間施設 みずほ銀行阿佐ヶ谷支店 施設ホームページ等でのバリアフリー対応状況の発信

民間施設 みずほ銀行阿佐ヶ谷支店 窓口でのコミュニケーションボードや筆談対応 ロビー１箇所 3

整備状況

民間施設 みずほ銀行阿佐ヶ谷支店

事業実施に際して

配慮すべき重要事項

誰にでも分かりやすい施設内の案内板の設置 3 　継続
館内に案内板を設置している。サポートが必要な方に対しては個別に対応を取ってい

る。

　継続

事業内容

写　　真

実施箇所

説　　明

施設ホームページ等でのバリアフリー対応状況の発信

ホームページ

HP上にバリアフリーの対応状況等を掲載している。

（段差解消、視覚障がい者対応ＡＴＭ、ＡＥＤ）

事業内容

写　　真

実施箇所

説　　明

窓口でのコミュニケーションボードや筆談対応

１Ｆロビー

耳マークのサイン設置

ホワイトボードでの筆談対応
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対象地区 特定事業 交通安全特定事業 作成（変更）年月日 令和6年4月15日

計画

実績

計画 1 1 1 1 1 1 1 1 1

実績 1

計画 1 1 1 1 1 1 1 1 1

実績 1

事業実施に際して

配慮すべき重要事項

3 　継続
Ｒ５年度は阿佐ケ谷駅前（阿佐谷北1-5-3、阿佐谷南2-15-4）２箇所、また区域外だが

高円寺駅北口（高円寺北2-6-4、高円寺南1-7-1)２箇所、計４カ所の補修を実施した。

R9 R10 R11
 1：完了　     3：継続

 2：整備中     4：未整備

具体的な実施内容や変更点、進捗状況

関係機関との協議状況

（進捗は「進捗率〇〇％」「△△/〇〇箇所実施済」等、可能な限り詳細に記載）

交通安全 バリアフリー 生活関連経路 音響式信号機の設置・維持管理 随時 3 　継続 Ｒ５年度　杉並区役所前交差点の音響式信号機の操作装置の更新。

交通安全 バリアフリー 生活関連経路 エスコートゾーンの設置 随時

阿佐ヶ谷駅周辺地区 事業主体 杉並警察署

カテゴリー 分類 整備対象 事業内容

実施頻度

箇所数

延長等

関係機関

事業費

（千円）

事業予定期間（年度）
進捗状況

前期 中期 後期

調達方法 R5 R6 R7 R12
R13

以降
R8
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